
平成２４年度 第５回 

地域包括支援分科会 

 資 料 ２  

議事及び報告事項 

（１）地域包括支援センターの体制変更後の検証について 

・体制変更後の八幡東区の状況について



１ 八幡東区地域包括支援センターに関する民生委員からの意見 

（平成 25 年 2 月の地区会議で収集） 

平成 23 年度地域包括体制変更に関する意見、及び高齢者の相談や支援の状況 

○体制変更に伴う区役所での相談等 

・ 体制変更後も特に相談しにくくなった感じはない。影響はない。 

・ 区役所によく行くので便利。区役所は行きやすい。近いので便利。  

・ 区役所の窓口は、気軽に相談しづらい雰囲気がある。相談室が狭い。  

・ 区役所がもっと横の連携を取り、対応して欲しい。 

○地域包括支援センター東１・東２について 

・（ 輪番で来ている）一人であっても違和感はない。 

・だんだん地域から離れているような感じ。 

・「ちょっと、寄って見ようか？」がなくなった。 

・今まではすぐに動いてもらえていたが、電話調整後の訪問で時間がかかる。 

・どっちにあっても一緒。場所ではない、相談する人が大切 

○民生委員の高齢者の支援状況について 

・地域包括支援センターに直接つながなくても、ケアマネジャーとの連携ができ、 

ケアマネジャーがよく動いてくれる。 

・病院との連携が取れた対応ができている。 

・ 民生委員が直接地域包括につなぐことが少なくなった。 

（担当地区高齢者が施設入所や入院等で人が減ったことの影響との意見）。 

・ 民生委員への相談も減少した。トラブルがないことで逆によいことではないか？ 

・ 落ち着いてきたのではないか。 

・いのちをつなぐネットワーク係か地域包括に相談行くかで迷うことがある。 

○地域包括支援センターの業務について 

・ 包括の処理能力が上がったと感じる。以前何回も訪問するところが、1回で済む。 

・ 自分たちでは処理できない場合、専門職がいるし、すぐ動き、的確。安心である。 

・ 民生委員ができないことを地域包括支援センターがやってくれる。 

・ 周知が整った。 

○その他   

・ 一人で心配な人が増えている、高齢化が進むので怖い。

・ 高齢者数も増えているので、問題が起こる人も増えていると思う。

２ いのちをつなぐネットワーク担当係長からの意見 

民生委員の地区会議には、ほぼ毎回出席している。 

民生委員からの高齢者の相談は、地域包括支援センターにつないでいたが、近年は関 

係者と連携し、直接対応していただくケースも増加している。 
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